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点検

企業

eYACHOの登場と進化 (Ver.1～Ver.5)

計画

Ver.1

Ver.2

Ver.3

Ver.4

Ver.5

2015年 
デジタル野帳アプリ 
として新登場

2016年 
クラウド対応 
帳票対応 
→データ共有

2017年 
リアルタイム共有 
(シェア機能)対応 
→共同作業

協力会社

2018年 
協力会社対応

2019年 
電子小黒版・レイヤー
・縮尺対応 
大規模対応



eYACHO 6 による建設DXへの貢献

社内システムと連携可能な 
データ入力・活用フロントエンド

eYACHOだけでもここまでできる 
現場業務にフィットする機能性の強化



●新機能�

• Push通知�

• 承認依頼管理(承認ビュー)�

• テンプレートと図面ピンのリンク�

• 全⽂検索�

●機能拡張・改善�

• テンプレート作成⽀援(画像認識AI)�
• 表計算�
• レイヤー�
• 動画�
• BOX連携�
• PDF�
• 図形�
• UI�
• シェア機能�
• テンプレート追加

●オプション�
• データ連携オプション�
• アカウント連携オプション

140以上の要望対応

 eYACHO 6 アップデートポイント



○現場業務に、よりフィットさせるための機能強化 
　・画像認識AI技術を応用したフォーム作成支援 

　・図面ピンと指摘・検査結果のリンク機能 

　・承認依頼、通知機能 

　・日報→月報自動作成テンプレート 

　・グラフ作成 

○現場の誰もが使えるUXの強化 
　・全文検索 

　・レイヤー3D表示 

　・UI改善

 デモ



画像認識AI 技術を応用したテンプレート作成支援改善

フォーム作成
ツールボックス

フォーム部品の自動配置（表の認識）

嚀耆䷉ャס☽סא
・コマンドボタン拡張
　　通知
　　ファイル保存

・新規フォーム部品
　　承認依頼フィールド
　　署名フィールド
　　動画フィールド

・プロパティの一括変更
・レイアウト支援
・背景 PDF 差し替え
　　

画像認識AI



テンプレートと図面ピンのリンク

カスタマイズした
テンプレートも可能

協力会社ごとの出力も可能

図面にピンを立てて、その場所の写真や点検項目も紐づけることができます。
ピンに設定した内容を、台帳形式に出力することも可能です。



承認依頼管理（承認ビュー）

日報や、パトロール関係、その他書類等での各所への承認依頼を行うことができます。
承認依頼はプッシュ通知で通知され、状況を承認ビューで確認することができます。

承認処理すべき一覧 承認依頼をした一覧





表計算機能拡張

グラフ作成

入力規則条件付き書式 枠線の非表示



全文検索

すべてのノート、または指定フォルダ内のノートを横断して文字列検索が可能です。
背景 PDF の文字列も対象となります。

日本語処理

AND／OR／NOT検索

●大文字／小文字、かな／カナ、全角／半角　同一視

Tokyo ／ TOKYO／ Tokyo、ねこ／ネコ❆

●異体字

斉藤／斎藤／齋藤、渡辺／渡邊、慶応／慶應❆

＋京都－東京→「京都」を含んで「東京」を含まない
　　　　　　　×東京都　〇京都府❆

●長音記号、バビブベボ／ヴァヴィヴヴェヴォの正規化

バイオリン、ヴァイオリン❆





レイヤー機能拡張

レイヤーの階層・一覧表示

上下レイヤーに移すレイヤーを横断した選択 元のレイヤー位置にペースト

非表示レイヤー

最も近い可視レイヤーへ移動
表示階層にかかわらず
コピー元の位置とレイヤー階層にペースト



UI 改善

モードフォーカスデザイン・
モードラベル表示 ホバーセレクタ― 写真 Exif 情報表示

ペンパレット拡張 自由ページにページ付箋情報表示 用紙選択、アイテム追加ダイアログ

クレヨンペン、絵筆 作成者表示ラベル

回転操作時の角度表示

アイテムをツールボックスへ直接登録
ツールボックスの検索
ツールボックスの表示位置
ツールボックスを別チームにコピー
ペンの太さを 200 までに拡張
元の位置にペースト
反転（上下・左右）
縦・横に並べる

ャ䷉ס☽סא



外部データ連携オプション

外部システムのREST API 呼び出しで、

eYACHOの帳票への外部システムからデータ読み込み
eYACHOの帳票データで外部システムのデータを追加 /更新

が実現し、業務システムへの組み込みが可能になります。

データベースリソースサーバー

嶖⤓
י׊؅鿥糋ّ٭ؚن٬
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REST
API

※オプションの購入が必要です。



アカウント連携オプション

Azure ActiveDirectry との連携により

アカウント管理コストの低減

が可能に

عشؾ٭ذ٤ؕ ذ٤ؕ
عشؾ٭

"[VSF�"%
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ユーザー情報
自動同期（SCIM）

認証
（SAML）

認証
（SAML）

ユーザー情報

ユーザー情報

※オプションの購入が必要です。



ソリューション事例



設計・計画照査ソリューション
概要：設計図面や計画図をチームでシェアして問題指摘や質問・確認、
            各指摘は適宜集約表に集約され、設計・計画者が対応内容(案)を記入します。

設計図面／計画図への指摘 対応する設計／計画書
設計／計画への指摘の集約と対策の記入

対応案(内容)を記入
アグリゲーションで指摘事項を集約

設計・計画ノウハウ
を集積

ツールボックスから指摘部品を貼込



安全衛生パトロール等報告書の社内システム連携

土木システム運用概要
サブシステム： BRAMS（橋梁保守管理システム）、EQIMAS（停車場保守管理システム）

ESMAS（土工等設備保守管理システム）、TuMaS（トンネル保守管理システム（今回対象外））

①現行業務の流れ ②eYACHO導入後業務の流れ

（作業の流れ） 概要 場所 ユーザ （作業の流れ） 概要 場所 ユーザ

↓ 月間計画入力
毎月25日までに策定。
検査の計画日、検査種別等を設定。

オフィス JR一般 ↓ 月間計画入力
毎月25日までに策定。
検査の計画日、検査種別等を設定。

オフィス JR一般

↓ 検査記録簿（野帳） 出力 設定した検査より、検査記録簿を紙へ出力。 オフィス JR一般、レールテック ↓ 検査記録簿（野帳） 出力
設定した検査より、検査記録簿を
土木システムからeYACHOへインポート。

オフィス JR一般、レールテック

↓ 検査実施 検査実施。野帳に検査結果を手書きで記入（入力）。 現場 JR一般、レールテック ↓ 検査実施 検査実施。野帳を出力することなく、eYACHO上で入力。 現場 JR一般、レールテック

↓ 検査実績入力 検査終了後、検査実施日を土木システムで入力。 オフィス JR一般 ↓ 検査実績入力 検査終了後、検査実施日を土木システムで入力。 オフィス JR一般

↓ 検査記録入力 検査の結果を転記。 オフィス レールテック ↓ 検査記録入力
実績入力後、結果が入力された検査記録簿をeYACHOから

土木システムへインポート。
オフィス レールテック

↓ 検査記録簿（報告用） 出力 結果が入力された検査記録簿をExcel（紙）へ出力 オフィス JR一般、レールテック ↓ 検査記録簿（報告用） 出力 結果が入力された検査記録簿をExcel（紙）へ出力 オフィス JR一般、レールテック
↓ 検査記録簿承認 検査結果の最終承認 オフィス JR管理者 ↓ 検査記録簿承認 検査結果の最終承認 オフィス JR管理者

検査実績とは、検査の諸元（日付、天気、検査種別他）のこと。検査記録の入力する前に入力の必要がある

※運用イメージ図（現在） ※運用イメージ図（野帳システム導入後）

　　　↓
　　　↓（さらなる効率化。要JR調整））
　　　↓
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安全施工サイクル アクション 状況 記録
現場到着 挨拶・電話連絡
施工前の確認
KY実施
作業準備
工事開始
中間連絡 電話連絡
工事終了 完了:問題なし パトロール20210224.pdf

施工後の確認
最終報告 挨拶・電話連絡

項目 NO 判定
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5
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14
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10
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4
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8

※赤枠No䛿、写真貼付䛾必須項目。ただし該当して無けれ䜀不要。

 判定　・・　指摘無し/○　　注意是正/×　　該当無し/空欄

屋内作業範囲の養生はよいですか

屋外作業者は保護帽着用

パワコン前面カバーの保管状況

脚立は水平設置され、天板作業していないですか

床下開口部の立入禁止措置は取れていますか

各機器取付位置は、お客様と相違無いですか

重量物運搬は二人作業しているか

◆チェックリスト

有資格作業は、電気工事士が行っていますか

③
電
気
作
業

6

重点確認箇所

服装・保護帽・靴等の身嗜み

作業責任者は腕章を着用し、第三者が見ても明確ですか

作業員同士の健康状態は共有されていますか

KYK実施記録は現場に掲げていますか

屋根上資材は落下しないように置かれていますか

作業エリアの第三者立入禁止措置は良いですか

工事車両周囲へカラーコーン等を設置しているか【敷地外駐車】

敷地内への資材仮置はシート等で養生されていますか

パネルは転倒の恐れ無く、仮置されていますか

救急用具類の備付状況

熱中症対策キットの備付状況（夏期のみ）

喫煙場所は車両付近となっていますか

現場内全体の整理整頓状況

車両内の整理整頓状況、車体の汚れは目立たない程度か

瓦加工（サンダー使用）時の飛散防止

①
安
全
衛
生
・
整
理
整
頓
環
境

②
屋
根
作
業

備　　　考

（不要品が置かれていないか）

作業者昇降時は、3点支持確保出来ていますか

荷揚機昇降時は、掛け声を掛けていますか

設置面直下にお客様車両はないですか

依頼書など個人情報書類の保管状況はよいですか

親綱に弛み等は無く、強固に設置されていますか

親綱と作業者は、確実に結ばれていますか

インパクトドライバーに落下防止コードを付けていますか

落下防止ネットは設置面に取付されていますか

荷揚機用梯子の転倒防止処置はされていますか

①社内システムへのログイン ②社内システム利⽤

工事名 場所 開始日時 終了日時 担当
XXX工事 YYY地区 2021/02/24 08:00 2021/02/26 16:30 海老名

施⼯前チェック
シート

施⼯後チェック
シート

KY確認票
・・・・・・
・・・・・・

パトロール実施報告書

～

》

名

安全衛生パトロール　実施報告書

建物形態

天候

技術部

協力店名を記入⇒ 《

作業責任者

現場名

設置場所

③電気作業

④総評・是正項目

様邸

実施日時

工事内容

施工業者

事業部長

/

実施者技術課長技術部長

作業人数

①安全衛生、整理整頓環境

//

②屋根作業：

【現場状況　・　是正指示事項】 ※是正指示事項は、赤字や下線など
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各種帳票テンプレー
ト

③社内システム(Webアプリ)
   からeYACHOを起動

   して帳票を開く

eYACHOの帳票を開くと 
同時に、社内システムか
らの情報が、帳票に自動
入力

④［送信］ボタンを押すと、
    帳票⼊⼒したデータが、
   社内システムに返される

eYACHOの帳票に入力した
データ(数値、テキスト、画
像、PDF)が、社内システム
に登録
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発生場所(エリア)

発生場所(住所)

工事会社

年齢

実務経験

どんな時に体験しましたか

何をしていた時ですか

どうなりましたか

それはなぜですか

ヒヤリハットで済んだのはなぜだと思いますか

災害種別-災害の型(想定)

重度傷害の度合い(想定)

ヒューマンエラー(想定)

発生日付

場所

作業員情報

ヒヤリハット

天　候

原　因

対　策

どのようなことに気を付ければよかったですか

人身 挟まれ・巻き込まれ

重度

近道行動・省略行動 場面行動本能

管轄事業部

案件IDヒヤリハット

19F2001

データ連携サービス
(REST)

目的：現場からの報告データをスムーズに社内システムに連携し、施工管理データの一元管理と活用 

社内システムへのデータ登録をシステム化することによる 
・入力、転記ミスの削減 
・データ登録の迅速化

社内システムフロー

からのスムーズな

帳票ワーク運⽤

※社内システム側に、事前情報として

    テンプレートID∕フォルダURL、

    URLスキーマ起動



販売・サービスについて



初期導入費（初年度のみ） 250,000円

基本5ライセンス 100,000円/年

追加1ライセンス 20,000円/年

*1ライセンスあたり2GBのクラウド容量が、最初から付属しております。

● eYACHOクライアント基本機能
● チームでの文書共有
● Share（共有）ノートの作成
● テンプレート、アイテム、ツールボックスのカスタマイズ、配信

価格（チームクラウド版）

大幅な機能強化を実施しましたが、価格に変更はありません



100ユーザー利用 年額100万円 

以降1ユーザー追加毎に 年額1万円 

その他帳票カスタマイズ費用等 
別途お見積り

外部データ連携オプション

年額200万円 

環境によるカスタマイズ費用は別
途お見積り

アカウント連携オプション



 製品リリース：2021年7月20日(火)

 2021年7月6日(水)よりTestFlight版提供開始 

　　→https://metamoji.com/jp/trial6



eYACHO認定技術者制度
○目的: 
建設業界に広がる eYACHOでの帳票作成、システム構築スキルを認定し、 
建設DXの推進を担う技術者に継続的な支援を提供 

○対象 
　・eYACHOをご利用中の企業の技術者 
　・建設業でDXをご検討中の企業の技術者 
　・パートナー会社の技術者 

○取得方法 
　eYACHOの帳票作成課題の提出・認定 等 

簡単な帳票の作成から高度な連携システムまで、建設DXを担う技術者の育成を推進



https://metamoji.com/jp/seminar-event/metamojidays2021/



プレスリリースとプレスキットのご案内 

・本日15時プレスリリースを配信 

・プレスキット 
　→https://metamoji.com/jp/eyacho6presskit/

                               

2021 年 7 月 6 日 
株式会社MetaMoJi 

 
報道関係各位 

MetaMoJi が、デジタル野帳「eYACHO」など、 

法人向けモバイル端末用業務パッケージアプリ 3 製品を大幅に機能強化 

～現場によりフィットする機能を強化し、現場 DXを強力に進めるフロントエンドアプリとして進化～ 
 

株式会社MetaMoJi（本社：東京都港区、代表取締役社長：浮川 和宣）は、法人向けモバイル端末用業
務パッケージアプリ 3製品のメジャーバージョンアップを行い、企業での大規模導入への対応を強化し
ました。 

 
今回バージョンアップしたのは、 (1)デジタル野帳「eYACHO for Business」、(2)現場向けデジタルノー
ト「GEMBA Note for Business」、(3)リアルタイム会議支援アプリ「MetaMoJi Share for Business」 
(以下それぞれ「eYACHO」、「GEMBA Note」、「MetaMoJi Share」)で、3製品とも本日より試用版の提
供を開始し、7月下旬の製品出荷開始を予定しています。 

 
デジタル野帳「eYACHO」は、建設 DXを強力に推進する現場業務フロントエンドアプリに進化しました。
具体的には、画像認識 AIを応用したテンプレート作成支援機能、テンプレートと、図面ピンのリンク機
能、通知、承認、等現場業務によりフィットできる機能強化を行いました。 

 
高機能デジタルノート「GEMBA Note」では、現場 DXを進化させる最強ツールとして大きく進化しまし
た。具体的には、Excel で作られた既存帳票からフォームを簡単に生成、承認・依頼フィールドの搭載に
より、紙の帳票と同じレイアウトのままで業務ソリューションを構築していただけます。 

 
リアルタイム会議支援アプリの「MetaMoJi Share」は、他の追随を許さないリアルタイム性とノートへの
書き心地、豊富な会議運営機能により、単なるペーパーレス会議に留まらず、遠隔地との情報共有イン

フラとして、多くの企業で働き方改革の実現に貢献しています。今回のバージョンアップでは、お客様か

らの要望の多かった検索機能や通知機能を強化し、さらなる利用シーンの拡大を目指しています。 

 
MetaMoJiでは、今後も最先端の IT技術を活用したアプリケーションの提供を通じて、日本企業の働き
方改革を支援してまいります。 

 
(1) eYACHOのアップデートポイント 
・ 画像認識 AI技術を応用したテンプレート作成支援機能 
・ テンプレートと図面ピンのリンク機能 
・ 承認依頼管理機能（承認ビュー） 


